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市
長
あ
い
さ
つ

安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
土
台
に

　
茨
木
市
長
　
福 

岡 

洋 

一

対
応
の
検
証
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
は
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
節
目
の
年
に
、

「
川
端
康
成
青
春
文
学
賞
」
の
創
設
を
は
じ

め
、
前
田
敦
子
さ
ん
や
高
良
健
吾
さ
ん
な
ど

著
名
な
方
々
が
出
演
さ
れ
、
川
端
文
学
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
映
画「
葬
式
の
名
人
」の
オ
ー

ル
茨
木
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
総
持

寺
駅
の
開
業
、茨
木
松
ケ
本
線
の
開
通
な
ど
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
・
ご
参
画
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、「
次
な
る
茨
木
」
に
向
け
た

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
か
ら
、
社
会
実
験
に
参
加
い
た

だ
く
な
ど
皆
さ
ま
と
共
に
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
「
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
」
に

つ
い
て
は
、
年
明
け
か
ら
元
市
民
会
館
の
解

体
工
事
に
取
り
か
か
る
と
と
も
に
、
名
実
と

も
に
本
市
の
象
徴
た
る
中
心
地
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く

最
重
要
課
題
の
一
つ
、
待
機
児
童
問
題
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
入
所
児
童
の
受
入
れ
体
制

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
ひ
と
り
も
見

捨
て
な
い
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育
」
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
全
・
安
心

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
土
台
に
据
え

つ
つ
、
豊
か
さ
・
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
本
市
は
、
地
震
、
大
雨
、
暴
風
と

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
か

つ
て
な
い
不
安
を
抱
え
る
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
市
で

は
、「
大
阪
北
部
地
震
」
の
発
生
直
後
か
ら
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
確
保
と
速
や
か

な
日
常
生
活
へ
の
回
復
に
向
け
て
、
で
き
う

る
限
り
の
対
応
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。引
き
続
き
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
、
災
害
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　芸術の秋、という言葉をよく耳に
しますが、芸術は秋だけのものでは
ありません。特に茨木には、街中に
たくさんのアート作品があって、季
節を問わず一年中芸術鑑賞が楽しめ
ます。またアートイベントなど芸術
活動も盛んです。今月は、そんな茨
木のアートを紹介します。
問合先　文化振興課☎ 620・1810

ア
ー
ト
あ
ふ
れ
る
ま
ち
は

活
気
あ
る
ま
ち

　

ま
ち
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
彫
刻
な
ど
の
ア
ー
ト
を
見
か
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
阪
急
南
茨
木
駅
前
の

「
サ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
」（
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
さ

ん
作
）や
阪
急
茨
木
市
駅
前
の「
虹
の
塔
」（
木

村
光
佑
さ
ん
作
）
な
ど
、
茨
木
に
は
た
く
さ

ん
の
ア
ー
ト
作
品
が
あ
り
ま
す
（
４・５
ペ
ー

ジ
参
照
）。
ま
た
、
市
民
を
中
心
と
し
た
文
化

芸
術
団
体
も
数
多
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
芸
術
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ

と
で
、
ま
ち
全
体
が
活
気
づ
い
て
い
き
ま
す
。

発
展
す
る
茨
木
ア
ー
ト
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　茨木にはモニュメントや壁画などのアートがたくさんあって、文化的に優れているまちだと思
います。私の作品もいくつか設置されているのですが、他の作家の作品も含め、市民に喜ばれ思
い出に残るものになって欲しいですね。茨木は山や川があって、普段何気なく見ていたものでも、
改めて見つめなおすと新たな魅力が発見でき、作品をつくるヒントになります。
　今年で美術協会は 70 周年を迎えました。アートの発展のため、これまでに展覧会や美術教室な

ど、さまざまな活動を行ってきました。特に、毎年市と共催している市美術展は、
周辺自治体の中でも大規模な展覧会となっています。文化は市民がつくっていくも
のです。協会がその中心になれるよう、今後も積極的に活動を続けていきます。

文化は市民がつくっていく

特集

ア
ー
ト
と
市
民
を
つ
な
ぐ

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト

の
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
美
術
展
や

写
真
展
、
自
由
な
表
現
が
特
長
の
現
代
美
術

展
（
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
展

は
22
ペ
ー
ジ
参
照
）
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
内
容
や
対

象
は
多
種
多
様
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
公

共
施
設
や
公
園
な
ど
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

彫
刻
作
品
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

20
年
（
２
０
０
８
年
）
か
ら
は
、「Trans-

Ren(Bum
p,  W

hite)

」（
名
和
晃
平
さ
ん

作
）
な
ど
、
元
茨
木
川
緑
地
を
中
心
に
５
つ

の
作
品
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）に
は
、

人
・
ま
ち
・
ア
ー
ト
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
活

性
化
を
め
ざ
す
、HUB-IBARAKI ART

事

業
を
開
始
。
公
募
な
ど
で
選
定
さ
れ
た
作
家

の
作
品
の
設
置
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
期
間
限
定
の
設
置

も
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
、「
言
葉
の
眺
め
」

（
牛
島
光
太
郎
さ
ん
作
）
が
ロ
ー
ズ
Ｗ
Ａ
Ｍ

や
お
店
の
窓
ガ
ラ
ス
に
、「
Ｗウ

ムＭ
」（
中
島 

麦
さ
ん
作
）
が
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
の

壁
面
や
備
品
に
展
示
さ
れ
、
ア
ー
ト
な
環
境

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

Trans-Ren
(Bump, White)     

美術協会長
木村光佑さん
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新たな
プロジェクト

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
昨
年
の
３
月
、
新
た
な
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
し

た
。
そ
の
名
も
「
Ｓソ

ウ
Ｏ
Ｕ
」
ー
Ｊ

Ｒ
総
持
寺
駅
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ー
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

駅
の
開
業
と
と
も
に
、
日
常
生
活

の
中
で
、ア
ー
ト
に
出
会
い
、ア
ー

ト
を
知
る
き
っ
か
け
の
場
に
な
れ

ば
と
い
う
思
い
か
ら
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
駅
改
札
前
の
自
由
通
路
の
壁
面

　私たちが取り組んでいる「SOU」ー JR 総持寺駅アートプロジェクトーでは、さまざまな
ジャンルの作品を皆さんに楽しんでもらうために、こだわりを持って作品を選んでいま
す。また、通路の壁面や床、照明もギャラリーのような空間になるよう趣向を凝らすこ
とで、作品により存在感を与えています。駅は自然と人が集まり、利用される場所なので、
普段アートに触れることのない人にも作品を見てもらうには、絶好の場所だと思います。
　さまざまな作品に触れることで、自分の中で新たな感性が芽生えていきます。そのた
め「SOU」では、同じ作品をずっと展示し続けるのではなく、約半年で作品の入れ替え
を行います。「アートは難しい」「何を描いてるのかわからない」とアートに距離をおい
てしまう人もいるかと思いますが、「何となく好き」「前の作品の方が良かった」など、
少しでも何かを感じてもらいたいです。たくさんの人が色々な作品に触
れ、新たな感性が芽生える、その積み重ねによって、まちにアートが溶
け込み、文化として根付いていく。そんなプロジェクトにしていきたい
です。
　今後は写真など展示の幅を広げたり、海外の作家の作品も展示したり、
ジャンルや国を超えたさまざまな作品を楽しんでもらいたいと思いま
す。展示以外にも、ワークショップやアートツアーなどのイベントも開
催し（左ページ参照）、アートに触れる機会をもっと提供していきたい
と思います。

One Art Project
ディレクター

稲垣元則さん
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まちにアートが溶け込み、文化として根付く
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の
高
さ
2.6
ｍ
に
合
わ
せ
て
、
絵
画

や
写
真
、
現
代
ア
ー
ト
や
児
童
画

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
作
品
を

拡
大
プ
リ
ン
ト
し
て
展
示
し
て
い

ま
す
。
展
示
作
品
は
、
約
半
年
を

目
途
に
、
継
続
的
に
入
れ
替
え
を

行
い
、
現
在
２
回
目
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
や
さ
し
い
贈
り
物
」

　

２
回
目
の
展
示
「
や
さ
し
い
贈

り
物
」
は
、
や
わ
ら
か
な
時
間
や

物
語
を
テ
ー
マ
に
、
４
つ
の
作
品

で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
3
月
末
ま

で
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

市
内
小
学
生
の
作
品
も
展
示
。
27

人
の
小
学
生
が
描
い
た
自
分
だ
け

の
花
を
一
つ
の
作
品
に
し
て
い
ま

す
。ア

ー
ト
に
触
れ
る
１
年
に

　
市
で
は
今
後
も
、
ア
ー
ト
の
発

展
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
（
下
記
参
照
）。
茨
木
は
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
ア
ー
ト

を
楽
し
め
る
ま
ち
で
す
。
ま
ち
の

ア
ー
ト
を
見
て
回
っ
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
自
分
の
作

品
を
展
示
会
に
出
品
し
て
み
た

り
、
今
年
は
ア
ー
ト
に
触
れ
る
１

年
に
し
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ

う
か
。
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SOU関連イベント
【real SOU＃2 やさしい贈り物「SOU」のほんも
の作品展】　とき　1/26 ㈯～ 2/3 ㈰、10:00 ～
19:00、ところ　本町センター（元町 8-8）、内容 
第 2 回作品の実物と各作家のほかの作品の展示、
備考　立命館大学生による「BOOK CAFE」を併設

【まちなかアートウォーキングツアー】　とき
1/27 ㈰、10:00 ～ 12:00、 定 員　20 人（ 多 数
の場合抽選）、内容　JR 総持寺駅から市役所周辺
まで、作品を観賞しながら歩く（約 3㎞）、申込 
1/16 までに、メール（氏名・住所・年齢・電話
番号を記入）で、文化振興課bunkashinkou@
city.ibaraki.lg.jp

【トークイベント「アートプロジェクトから街の活
用・再生へ」】　とき　2/2 ㈯、13:00 から、ところ 
DIY 工房（元町 3-39）、内容　出演 龍野アートプ
ロジェクト・アートディレクター 加須屋明子さん

【ワークショップ（アートグッズを作る）】　とき
2/2 ㈯、15:00 か ら、 と こ ろ　DIY 工 房、 内 容 
SOU の作品を使ってトートバックと缶バッチ、費
用　500 円、備考　材料がなくなり次第終了

【クイズラリー】　とき　1/26 ㈯～ 2/3 ㈰、内容
JR 茨木・阪急茨木市駅から会場までの各店舗にク
イズを設置、参加者にコーヒー 1 杯プレゼント、
備考　ラリー用紙は JR 茨木・阪急茨木市駅、市観
光協会のラック設置（「SOU」ホームページからダ
ウンロード可）

各イベントの詳細は問い合せるか、SOU ホー
ム ペ ー ジ（https://www.sou-art.
com/）をご覧ください（右図読み取
り）。問合先　One Art Project 稲垣
☎ 090・5967・4144
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